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PD患者 32名（PD群：男性 10名，女性 22名，平均年齢 67.0±7.2歳，教育年数 13.2±
2.6年）及び年齢・教育年数をマッチングさせた Healthy Control25名（HC群：男性 9名，
























































 PD 患者 32 名（PD 群：男性 10 名，女性 22 名，平均年齢 67.0±7.2 歳）および年齢等をマッ
チさせた健常被験者（healthy control: HC）25 名（HC 群：男性 9 名，女性 16 名，平均年齢
67.8±7.4 歳）を対象とした。まず，神経心理機能を検査するため，遂行機能はウィスコンシンカ
ード分類検査とトレイルメイキング検査のパート B（trail making test（TMT）-B），注意は数唱検
査，処理速度はトレイルメイキング検査のパート A（TMT-A），言語は言語流暢性検査，記憶は
日本語版単語記憶学習検査をそれぞれ用いた。次に，高次生活機能を検査するため，老研
式活動能力指標（Tokyo Metropolitan Institute of Gerontology Index of Competence: 
TMIG-IC）および JST 版活動能力指標（Japanese Science and Technology Agency Index of 
Competence: JST-IC）を，上記の神経心理学的検査の実施から 1 年以上経過後に施行した。
TMIG-IC は手段的自立（5 項目），知的能動性（4 項目），および社会的役割（4 項目）の 3 尺
度 13 項目（13 得点）， JST-IC は新機器利用（4 項目），情報収集（4 項目），生活マネージメ





神経心理機能に関しては，PD 群は HC 群に比べ，検査した全認知領域で低下がみられ，特
に遂行機能および処理速度の低下が著しかった。高次生活機能に関しては，PD群は HC群に
比べ，TMIG-IC と JST-IC との合計得点が低く，また，下位尺度別にみると手段的自立，知的
活動，新機器利用，情報収集，社会参加の得点が低かった。神経心理機能と高次生活機能と
の関連性に関しては，遂行機能，処理速度，言語，記憶の各認知領域と高次生活機能
（TMIG-IC と JST-IC との合計得点）との間に有意な相関があった。さらに，目的変数を
TMIG-IC と JST-IC との合計得点，説明変数を有意な相関のあった認知領域の各指標，重症
度，服薬量，年齢として重回帰分析したところ，重症度および TMT-B の成績を説明変数とする
モデルが最適であった。そこでこの高次生活機能との関連性が強く示唆された TMT-B の成績
に基づき，PD 群を “遂行機能低下を伴う群”と“遂行機能低下を伴わない群”に分類し，これ
に HC群を加えた 3群で群間比較したところ，高次生活機能の各下位尺度のうち手段的自立，
知的活動，新機器利用および生活マネジメントにおいて，遂行機能の低下を伴う PD 群は他の
2 群よりも有意に得点が低かった。 
 
【総括】 
本研究で三浦佳代子さんは，高齢の PD 患者の神経心理機能と高次生活機能を調べ，①PD
患者では検査した全ての認知領域で神経心理機能に低下がみられ，特に遂行機能および処理
速度の低下が著しいこと，②PD 患者では，手段的自立，知的活動，新機器利用，情報収集，
社会参加といった高次生活機能が低下すること，③これら高次生活機能の低下には神経心理
機能障害，なかでも遂行機能障害が強く関連することなどを明らかにした。 
本研究は，高齢の PD患者の神経心理機能や高次生活機能の特徴，およびこれら両者の関連性を
世界に先駆けて明らかにした点で新規性があり，また，高次生活機能を維持し低下を防ぐためには，
神経心理機能をターゲットとした認知トレーニング，社会参加や知的活動を促す教育的アプローチとい
った心理社会的な介入が有用であることを示唆した点で臨床的発展性も期待できる。以上より本審査
会は本論文を博士（医学）の学位に十分値すると判断した。 
 
